
ガ
ラ
ス
瓶
と
島
民
の
記
憶

い
ま
考
古
学
に
は
「
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
」と
い
う
、

研
究
成
果
と
社
会
の
関
わ
り
を

重
視
す
る
考
え
方
が
あ
る
。こ

の
考
え
方
は
、
大
里
の
考
古
学

調
査
で
も
実
践
さ
れ
て
興
味
深

い
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

鹿
児
島
国
際
大
学
の
中
園
聡
研

究
室
は
、
二
〇
一
四
年
と
一
七
年

に
大
里
集
落
を
調
査
し
た
。同

研
究
室
の
平
川
ひ
ろ
み
さ
ん
は
、

現
代
の
時
代
の
発
掘
品
に
も
目

を
向
け
、
発
見
し
た
瑠
璃
色
の

ガ
ラ
ス
小
瓶
を
調
べ
た
。八
〇
歳

代
の
大
里
出
身
者
に
よ
れ
ば
、

こ
れ
は「
神
薬
」と
呼
ぶ
置
き
薬

の
容
器
ら
し
い
。一
九
四
〇
年
代

の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
の
調
査
で「
子
供
時
代
、腹
痛

時
に
お
湯
に
混
ぜ
て
飲
ん
だ
こ

と
」「
常
備
薬
で
、
大
人
も
携
帯

し
て
頭
痛
の
と
き
に
舐
め
た
こ

と
」「
少
し
甘
い
味
だ
っ
た
こ
と
」

「
戦
前
ま
で
、硫
黄
島
の
薬
売
り

が
黒
島
に
来
て
い
た
こ
と
」な
ど

が
わ
か
っ
た
。か
つ
て
黒
島
で
は
、

中
世
の
石
鍋
を
削
っ
て
腹
痛
や

火
傷
の
薬
に
す
る
民
間
療
法
が

あ
っ
た
と
い
う
。神
薬
の
話
と
と

も
に
、医
療
機
関
が
な
い
時
代
の

苦
労
が
し
の
ば
れ
る
。

ま
た
、
薬
売
り
の
特
徴
を
硫
黄

島
出
身
者
に
話
し
た
と
こ
ろ
、

偶
然
本
人
の
祖
父
だ
っ
た
。「
神

薬
瓶
の
調
査
を
通
じ
て
、
硫
黄

島
と
黒
島
の
歴
史
が
つ
な
が
っ

た
瞬
間
の
感
動
は
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
」
と
平
川
さ
ん
は
語
る
。古

い
物
に
は
、失
わ
れ
た
生
活
風
景

を
、
当
事
者
た
ち
の
口
か
ら
鮮

や
か
に
蘇
ら
せ
る
力
が
あ
る
。

2021 鹿児島県三島村カレンダー

表紙『ガラス瓶と島民の記憶』
【取材協力】平川ひろみ（鹿児島国際大学）
【写真提供】平川ひろみ（鹿児島国際大学）
【参考文献】平川 ひろみ .（2018）.「近現代考古資料と
してのガラス瓶と島民の記憶 : 三島村黒島大里遺跡出土
遺物の考古学的記録、オーラル・ヒストリー、アイデン
ティティの再構築」.『日本情報考古学会講演論文集 = 
Papers and proceedings of Japan Society for 
Archaeological Information』, 20, pp. 12-17

1 月『馬方踊り』
【取材協力】山崎晋作
【写真提供】山崎晋作
【参考文献】三島村誌編纂委員会（編）（1990）『三島村誌』.

2 月『大里の土器』
【取材協力】
鹿児島国際大学考古学研究室（中園聡研究室）・三島大里学園

【写真提供】鹿児島国際大学考古学研究室（中園聡研究室）
【参考文献】中園聡（2010）『大里小・中学校保管の考古
学資料について - 土器を中心として -』鹿児島国際大学文
化学部 中園聡　/　三島村教育委員会（編）（2015）「黒
島平家城遺跡 ; 大里遺跡ほか : 村内遺跡発掘調査等事業報
告書」『三島村埋蔵文化財調査報告書 , 第 1 集』　/　三島
村誌編纂委員会（編）（1990）『三島村誌』.

3 月『葉蘭（はらん）』
【取材協力】寺田仁志（鹿児島大学 ）
【写真提供】寺田仁志（鹿児島大学 ）
【参考文献】「葉蘭」. goo 辞書（提供元・デジタル大辞泉）
<https://dictionary.goo.ne.jp/word/%E8%91%89%E8%9
8%AD/#jn-179984> （参照日 2020 年 10 月 12 日）
「ハランとは」. 育て方図鑑 | みんなの趣味の園芸 NHK出版 . 
<https://www.shuminoengei.jp/m-pc/a-page_p_detail/t
arget_plant_code-742>（参照日 2020 年 10 月 12 日）

4 月『赤壁』
【取材協力】山崎晋作
【写真提供】山崎晋作・大岩根尚・三島村
【参考文献】三島村誌編纂委員会（編）（1990）『三島村誌』. 
/　小林 哲夫 .（2008）.「P46 鬼界カルデラ・竹島の火山
地質 (ポスターセッション ,日本火山学会 2008 年秋季大
会 )」.『日本火山学会講演予稿集』, 2008 巻 , セッション
ID P46, p. 138
【テキスト監修】大岩根尚

5 月『神山（冠岳）』
【取材協力】鹿児島大学 寺田仁志・日高覚・米盛レイ子
【写真提供】上堂泰輔
【参考文献】寺田 仁志 , 立久井 昭雄 .（2017）.「神山に
タブノキの巨木林があるトカラ列島平島の植生」.『鹿児
島県立博物館研究報告』, 36, pp.39－71.

 

6 月『学校の門（竹島の道）』
【取材協力】山崎晋作
【写真提供】山崎晋作・三島村
【参考文献】三島村誌編纂委員会（編）（1990）『三島村誌』. 

7 月『ビンゲの唐揚げ』
【取材協力】川野静・徳永博子・重藤亜貴
【写真提供】徳永博子
【参考文献】「オヤビッチャ」. 公益財団法人 黒潮生物研究所.
<https://kuroshio.or.jp/creature/%E3%82%AA%E3%83%
A4%E3%83%93%E3%83%83%E3%83%81%E3%83%A3/
> （参照日 2020 年 10 月 12 日）
「オヤビッチャ」. 沖縄美ら海水族館 .
<https://churaumi.okinawa/fishbook/00000098/> （参照
日 2020 年 10 月 12 日）

8 月『逆松と硫黄島の盆』
【取材協力】安永瞳 
【写真提供】荒木真帆・三島村
【参考文献】三島村誌編纂委員会（編）（1990）『三島村誌』.
/　小畑紘一 .（2015）.「柱松の研究」.

9 月『片泊の遺跡』
【取材協力】
鹿児島国際大学考古学研究室（中園聡研究室）・山田和広
【写真提供】鹿児島国際大学考古学研究室（中園聡研究室）

10 月『車輪梅（シャリンバイ）』
【取材協力】折田恵美子・樋渡円・上国料好子
【写真提供】三島村
【参考文献】「車輪梅」. goo辞書（提供元・デジタル大辞泉）.
<https://dictionary.goo.ne.jp/word/%E8%BB%8A%E8%B
C%AA%E6%A2%85/#jn-102799>
（参照日 2020 年 10 月 12 日）

11 月『黒島みかん』
【取材協力】日高覚
【写真提供】三島村
【参考文献】三島村誌編纂委員会（編）（1990）『三島村誌』.

12 月『硫黄島の霜月祭』
【取材協力】安永瞳・折田大輔
【写真提供】三島村
【参考文献】三島村誌編纂委員会（編）（1990）『三島村誌』. 

【参考文献】三島村教育委員会（編）（2015）「黒島平家
城遺跡 ; 大里遺跡ほか : 村内遺跡発掘調査等事業報告書」
『三島村埋蔵文化財調査報告書 , 第 1 集』　/　鹿児島国際
大学考古学研究室（中園聡研究室）( 編 )（2015）『南方
世界への窓口 鹿児島』鹿児島国際大学考古学研究室（中
園聡研究室）/　中園聡（2017）『大里遺跡発掘調査 現地
説明会資料』鹿児島国際大学考古学研究室（中園聡研究室）

出典 順不同　敬称略

大
里

大里集落

500m



馬
方
踊
り

竹
島
で
正
月
二
十
一
日
と
二

十
二
日
に
女
性
が
疱
瘡
（
天

然
痘
）
除
け
の
踊
り
を
聖
神

社
に
奉
納
す
る
。一
七
九
四

年 (

寛
政
六
年)

に
始
ま
っ
た
。

今
は
踊
り
手
不
足
で
休
止
中
。

祭
り
の
一
週
間
前
、
拝
殿
横

に
、
当
日
に
お
伊
勢
様
を
移

す
た
め
の
祠
を
立
て
る
。拝

殿
正
面
に
は
紅
白
幕
で
踊
り

場
を
設
け
る
。昔
は
幕
が
な

く
笹
竹
と
ア
ケ
ビ
や
椎
木
の

枝
で
囲
っ
た
。

踊
手
は
、
白
い
浴
衣
に
博
多

帯
を
締
め
て
、
背
に
脇
差
を

さ
し
た「
旦
那
」と
呼
ば
れ
る

踊
り
子
が
二
人
。着
物
に
羽

織
の
踊
り
子
数
人
。今
は
地

区
で
用
意
し
た
着
物
で
踊
る
。

題
目
は
「
め
で
た
い
」「
神
は

お
伊
勢
」「
馬
方
」。「
馬
方
」の

踊
り
で
は「
旦
那
」と
呼
ば
れ

る
踊
り
子
が
、
帯
を
馬
の
手

綱
に
み
た
て
て
踊
る
。

歌
が
一
つ
終
わ
る
と
「
横
目
」

と
い
う
男
の
旦
那
が
登
場
す

る
。紋
付
袴
と
髭
で
変
装
し
て

身
体
を
そ
ら
せ
て
歩
く
。手
に

は「
東
西
棒
」と
呼
ぶ
モ
ク
タ

チ
バ
ナ
を
も
つ
。東
西
棒
は
、

厄
除
に
枝
先
を
尖
ら
せ
て
赤

や
青
に
塗
る
。横
目
は
観
客
を

の
の
し
り
な
が
ら
笑
わ
せ
、見

物
席
を
整
理
す
る
。

思
い
出
話

「
昔
は
み
ん
な
お
弁
当
持
参
で

神
社
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。婦

人
会
の
踊
ら
な
い
人
は
正
月

の
飾
り
餅
を
ぜ
ん
ざ
い
に
し
て

配
っ
て
い
ま
し
た
。」

竹
島
地
区 

七
○
代 

女
性1

1987年

聖神社 竹
島

2015年

1969年

1996年

1998年頃

500m

月 火日 水 木 金 土

25

旧 12/13

26

旧 12/14

27

旧 12/15

28

旧 12/16 旧 12/18

29

旧 12/17

30

17

旧 12/5

18

旧 12/6

19

旧 12/7

20

旧 12/8

21

旧 12/9

22

旧 12/10

23

旧 12/11

10

旧 11/27

12

旧 11/29

13

旧 12/1

14

旧 12/2

15

旧 12/3

16

旧 12/4

5

旧 11/22

6

旧 11/23

2

旧 11/19

7

旧 11/24

8

旧 11/25

9

旧 11/26

27 28 29 30 31

3

旧 11/20

1

旧 11/18

元
日

4

旧 11/21

旧12/12

24

31
旧12/19

下
弦

旧 11/28

11
成
人
の
日

新
月

上
弦

満
月



大
里
の
土
器

大
里
小
中
学
校
に
は
石
器
や

土
器
の
資
料
が
あ
る
。そ
の

多
く
は
住
民
の
寄
贈
と
、先

生
や
生
徒
が
校
門
脇
で
採
集

し
た
資
料
で
成
る
。

二
〇
〇
九
年
に
鹿
児
島
国
際

大
学
の
中
園
聡
教
授
が
分
析

し
て
、資
料
か
ら
縄
文
時
代

早
期
の
A「
塞
ノ
神
式（
せ
の

か
ん
し
き
）土
器
」を
発
見
し

た
。カ
ル
デ
ラ
噴
火
前
の
七

五
〇
〇
年
前
の
三
島
村
最
古

の
土
器
で
、噴
火
直
前
に
黒

島
に
人
が
い
た
こ
と
を
証
す
。

こ
の
他
に
縄
文
時
代
後
期
、

約
四
千
年
前
の
B「
市
来
式

（
い
ち
き
し
き
）土
器
」も
あ

る
。沖
縄
〜
九
州
全
域
で
出

土
す
る
有
名
な
型
で
、な
か

に
は
屋
久
島
の
鉱
物
組
成
を

も
つ
土
器
も
あ
る
。黒
島
に

あ
っ
た
地
域
間
交
流
の
様
子

が
う
か
が
え
る
。

近
年
、中
園
教
授
は
黒
島
で

遺
跡
調
査
を
し
て
お
り
、大

里
集
落
で
中
国
の
C
寧
波

（
に
ん
ぽ
ー
）産
の
瓦
を
発
見

し
て
い
る
。こ
の
瓦
は
十
二

世
紀
頃
の
大
里
に
中
国
様
式

の
宗
教
施
設
が
あ
っ
た
こ
と

を
示
す
。同
じ
型
で
抜
い
た

瓦
が
博
多
に
あ
る
。中
国
と

黒
島
の
交
流
は
記
録
に
な
く
、

日
宋
貿
易
の
実
態
を
探
る
鍵

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

思
い
出
話

「
か
つ
て
校
長
先
生
は
神
様
の

次
に
偉
い
存
在
で
し
た
の
で
、

知
ら
な
い
も
の
を
拾
え
ば
先

生
に
預
け
た
も
の
で
す
。」

大
里
地
区 

六
○
代 

男
性2

2020年

500m

大里集落 大
里

2014年

A

B

C

旧 1/17

2 3 4 5 6

21

旧 1/10

22

旧 1/11 旧 1/12

24

旧 1/13

25

旧 1/14

26

旧 1/15

27

旧 1/16

14

旧 1/3

15

旧 1/4

16

28

23
天
皇
誕
生
日

旧 1/5

17

旧 1/6

18

旧 1/7

19

旧 1/8

20

旧 1/9

7

旧 12/26

8

旧 12/27

9

旧 12/28

10

旧 12/29

11

旧 12/30

12

旧 1/1

旧 12/20 旧 12/21 旧 12/22 旧 12/23 旧 12/24

13

旧 1/2

31 1 2 3 4 5 6

旧 12/25

月 火日 水 木 金 土

1

下
弦

新
月

上
弦

満
月

建
国
記
念
の
日



葉
蘭（
は
ら
ん
）

黒
島
は
三
島
の
な
か
で
も
島

が
古
く
植
物
が
多
様
で
あ
る
。

ま
た
、
地
理
的
な
特
性
か
ら

本
土
で
自
生
し
な
い
植
物
も

多
く
、
葉
蘭
は
そ
の
一
つ
。名

前
は
中
国
語
の「
馬
蘭（
ば
ら

ん
）」
に
由
来
し
、
中
国
原
産

と
さ
れ
て
い
た
。し
か
し
鹿

児
島
大
学
の
研
究
で
、
黒
島
、

諏
訪
之
瀬
島
、
鹿
児
島
西
方

の
宇
治
群
島
が
原
産
と
判
明

し
た
。特
に
黒
島
は
世
界
で

も
珍
し
い
大
き
な
群
落
が
あ

る
。右
下
写
真
「
片
泊
登
山

口
」は
取
材
地
。

葉
は
長
さ
三
〇
〜
五
〇
㎝
程

度
で
硬
く
て
つ
や
が
あ
る
。

森
の
地
表
面
に
大
柄
な
葉
を

並
べ
て
群
落
を
作
る
。花
は

肉
質
で
地
面
近
く
に
咲
く
。

右
上
写
真
で
は
右
上
側
に
実

も
み
れ
る
。花
粉
の
媒
介
は

虫
が
行
う
と
思
わ
れ
る
。

葉
が
大
き
く
頑
丈
で
匂
い
も

な
い
た
め
皿
の
役
割
も
す
る
。

そ
の
た
め
薩
摩
の
武
家
屋
敷

に
は
必
ず
植
え
て
あ
っ
た
。

右
中
上
の
写
真
は
旧
島
津
氏

玉
里
邸
庭
園
の
葉
蘭
。ま
た

寿
司
で
は
葉
蘭
を
包
丁
で
細

工
し
て
飾
り
に
す
る
。弁
当

の「
バ
ラ
ン
」は
、
そ
の
飾
り

を
模
し
た
も
の
。

思
い
出
話

「
畑
仕
事
で
葉
蘭
の
根
も
と
を

掘
っ
て
い
て
花
を
見
つ
け
ま
し

た
。撮
影
日
は
九
月
末
で
す
。

咲
く
時
期
が
わ
か
ら
な
い
の
で

貴
重
な
出
来
事
で
し
た
。」

鹿
児
島
市 

六
○
代 

男
性3

2020年

500m

片泊登山口 片
泊

2019年

30

旧 2/18 旧 2/19

29

旧 2/17

31 1 2 3

21

旧 2/9

28

旧 2/16

22

旧 2/10

23

旧 2/11

24

旧 2/12

25

旧 2/13

26

旧 2/14

27

旧 2/15

14

旧 2/2

15

旧 2/3

16

旧 2/4

17

旧 2/5

18

旧 2/6

19
春
分
の
日

20

旧 2/7 旧 2/8

7

旧 1/24

8

旧 1/25

9

旧 1/26

10

旧 1/27

11

旧 1/28

12

旧 1/29

13

旧 2/1

28 1 2 3 4 5

旧 1/22旧 1/21旧 1/20旧 1/19旧 1/18

6

旧 1/23

月 火日 水 木 金 土

下
弦

新
月

上
弦

満
月



赤
壁

竹
島
と
硫
黄
島
は
巨
大
火
山

で
あ
る
鬼
界
カ
ル
デ
ラ
の
一

部
で
あ
る
。竹
島
の
港
や
校

舎
の
裏
手
な
ど
に
は
カ
ル
デ

ラ
の
大
噴
火
の
様
子
を
き
ざ

む
地
層
が
み
ら
れ
、
こ
れ
を

調
べ
る
た
め
頻
繁
に
研
究
者

が
訪
れ
て
い
る
。

一
方
、
鬼
界
カ
ル
デ
ラ
噴
火

よ
り
古
い
地
層
は
そ
れ
ほ
ど

注
目
さ
れ
な
い
が
、
見
事
な

地
層
が
見
ら
れ
る
。竹
島
の

東
海
岸
、
高
平
山
の
麓
に
あ

る
「
赤
壁
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

鉄
分
の
酸
化
で
赤
く
な
っ
た

地
層
か
ら
は
、
激
し
い
噴
火

や
地
中
を
上
昇
し
て
く
る
マ

グ
マ
の
様
子
が
読
み
取
れ
る
。

竹
島
で
赤
壁
の
あ
る
海
岸
一

帯
を
「
と
し
」
と
呼
ぶ
。赤
い

地
層
と
青
い
海
の
対
比
は
鮮

や
か
で
、
そ
の
景
観
は
集
落

で
は
見
ら
れ
な
い
。そ
の
た

め
か
、
た
ま
に
遠
足
の
目
的

地
と
な
っ
た
。遠
足
で
は
魚

を
釣
っ
て
味
噌
汁
に
し
た
り
。

宝
探
し
や
伝
言
ゲ
ー
ム
、
探

検
な
ど
し
て
楽
し
ん
だ
と
い

う
。写
真
は
二
〇
一
八
年
の

ジ
オ
パ
ー
ク
講
座
の
様
子
。

思
い
出
話

「
小
学
生
の
頃
に
遠
足
で
行
き

ま
し
た
。ロ
ー
プ
で
垂
直
に
降

り
る
山
道
が
と
て
も
怖
か
っ

た
で
す
。そ
の
何
年
後
か
に
大

型
貨
物
船
が
座
礁
し
て
、お
菓

子
満
載
の
コ
ン
テ
ナ
が「
と
し
」

に
打
ち
あ
が
り
、
大
量
の
ポ
テ

ト
チ
ッ
プ
ス
と
お
ま
け
の
カ
ー

ド
を
拾
い
に
行
き
ま
し
た
。当

時
、お
菓
子
と
カ
ー
ド
に
困
り

ま
せ
ん
で
し
た
。」

竹
島
地
区 

四
○
代 

男
性4 赤壁 竹

島

500m

2018年 2013年

25

旧 3/14

26

旧 3/15

27

旧 3/16 旧 3/17 旧 3/18 旧 3/19

28
昭
和
の
日

29 30 1

18

旧 3/7

19

旧 3/8

20

旧 3/9

21

旧 3/10

22

旧 3/11

23

旧 3/12

24

旧 3/13

11

旧 2/30

12

旧 3/1

13

旧 3/2

14

旧 3/3

15

旧 3/4

16

旧 3/5

17

旧 3/6

4

旧 2/23

5

旧 2/24

6

旧 2/25

7

旧 2/26

8

旧 2/27

9

旧 2/28

10

旧 2/29

28 29 30 31 1

旧 2/20

2

旧 2/21

3

旧 2/22

月 火日 水 木 金 土

下
弦

新
月

上
弦

満
月



神
山（
冠
岳
）

南
九
州
か
ら
沖
縄
に
か
け
て
、

集
落
付
近
の
山
や
森
を
神
聖

な
場
と
し
て
、樹
木
の
伐
採

や
落
葉
落
枝
の
採
集
を
禁
じ

る
文
化
が
あ
る
。聖
地
の
呼

び
名
は
、指
宿
市
・
錦
江
町
・

南
大
隅
町
な
ど
で
は「
モ
イ

ド
ン
」、種
子
島
で「
ガ
ロ
ウ

山
」、屋
久
島
で「
奥
岳
」、中

之
島
・
悪
石
島
・
宝
島
・
奄

美
大
島
な
ど
で
は「
神
山
」、

沖
縄~

八
重
山
で
は「
御
嶽

（
ウ
タ
キ
）」と
な
る
。

山
や
森
は
聖
地
と
な
っ
て
樹

木
の
伐
採
や
水
質
汚
染
を
防

ぎ
、結
果
、人
々
の
生
命
を
守

り
、地
域
文
化
を
育
ん
だ
。昔

の
人
々
は
経
験
的
に
、樹
木

の
伐
採
が
急
傾
斜
地
の
土
砂

崩
れ
を
呼
ぶ
こ
と
や
、森
林

に
貯
水
能
力
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

大
里
の
冠
岳
で
も
自
然
物
の

持
ち
出
し
は
禁
じ
ら
れ
て
お

り
、冠
岳
は
神
山
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
冠

岳
は
現
在
も
自
然
植
生
を
保

っ
て
お
り
A
他
の
山
と
木
の

種
類
や
大
き
さ
が
明
ら
か
に

異
な
る
。日
本
は
近
代
の
開

発
で
多
く
の
自
然
植
生
を
失

っ
て
き
た
。そ
の
な
か
で
神

山
は
自
然
植
生
を
守
り
、次

世
代
に
継
ぐ
べ
き
貴
重
な
文

化
財
と
な
っ
て
い
る
。

思
い
出
話

「
私
の
お
婆
さ
ん
に
よ
れ
ば
冠

岳
の
頂
上
に
は
池
が
あ
っ
て
タ

ニ
シ
も
い
た
そ
う
で
す
。昔
の

山
火
事
で
池
は
消
え
ま
し
た
。

炭
焼
き
が
盛
ん
な
頃
で
も
、冠

岳
の
木
を
切
る
山
師
は
誰
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。」

大
里
地
区 

八
○
代 

女
性5

2018年

500m

冠岳 大
里

A

25

旧 4/14

26

旧 4/15

27

旧 4/16 旧 4/18

28

旧 4/17

29

16

旧 4/5

17

旧 4/6

18

旧 4/7

19

旧 4/8

20

旧 4/9

21

旧 4/10

22

旧 4/11

9

旧 3/28

10

旧 3/29

11

旧 3/30

12

旧 4/1

13

旧 4/2

14

旧 4/3

15

旧 4/4

4

旧 3/23

み
ど
り
の
日

5

旧 3/24

こ
ど
も
の
日

30 1

旧 3/20

6

旧 3/25

7

旧 3/26

8

旧 3/27

25 26 27 28 29

2

旧 3/21

3

旧 3/22

憲
法
記
念
日

月 火日 水 木 金 土

旧 4/12
23

30
旧 4/19

下
弦

旧 4/13
24

31
旧 4/20

新
月

上
弦

満
月



1960年頃

学
校
の
門（
竹
島
の
道
）

江
戸
や
明
治
の
頃
、
三
島
各

島
の
道
は
竹
や
ぶ
を
人
が
二

人
並
ん
で
歩
け
る
ほ
ど
だ
っ

た
と
さ
れ
る
。戦
後
、
三
島
村

は
主
要
道
路
か
ら
開
発
を
進

め
る
。戦
後
十
年
経
っ
た
昭

和
三
〇
年（
一
九
五
五
年
）で

は
、
竹
島
港
か
ら
集
落
の
道

は
狭
い
急
坂
で
、Ｚ
字
型
の

石
階
段
だ
っ
た
。石
階
段
は

足
型
に
凹
ん
で
い
た
ら
し
い
。

集
落
の
小
道
は
ぬ
か
る
み
や

す
い
粘
土
質
だ
っ
た
。

そ
う
し
た
な
か
竹
島
は
昭
和

四
二
年（
一
九
六
七
年
）ま
で

に
五
つ
の
主
要
道
路
を
整
備

し
て
い
る
。ま
た
昭
和
四
十

年
代
後
半
か
ら
五
十
年
代
前

期
（
一
九
七
〇
年
〜
一
九
八

〇
年
頃
）
ま
で
に
集
落
の
道

幅
を
広
げ
、
ほ
ぼ
コ
ン
ク
リ

ー
ト
舗
装
に
し
て
い
る
。

こ
の
頃
、学
校
の
正
門
も
従
来

の
危
険
な
山
道
で
な
く
舗
装

道
路
の
方
へ
移
動
し
た
。そ
し

て
子
供
た
ち
が
舗
装
道
路
を

使
う
よ
う
に
、ハ
マ
ヒ
サ
カ
キ

の
垣
根
を
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
か

え
た
。次
第
に
山
道
の
利
用
は

減
っ
た
が
塀
の
扉
か
ら
港
へ

の
道
は
長
く
使
わ
れ
た
と
い

う
。現
在
は
学
校
の
畑
へ
行
く

道
と
な
っ
て
い
る
。

思
い
出
話

「
こ
の
頃
、
大
工
だ
っ
た
島
出

身
者
が
島
の
工
事
を
下
請
け

し
て
い
て
、
そ
の
工
事
は
若
者

の
収
入
源
の
一
つ
で
し
た
。塀

作
り
の
時
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

練
る
重
い
道
具
を
皆
で
人
力

で
運
ん
で
大
変
で
し
た
。」

竹
島
地
区 

七
○
代 

男
性6 三島竹島学園 竹

島

1980年頃

500m

月 火日 水 木 金 土

新
月

旧 5/20 旧 5/21

28

旧 5/19

27

旧 5/18

29 30 1 2 3

20

旧 5/11

21

旧 5/12

22

旧 5/13

23

旧 5/14

24

旧 5/15

25

旧 5/16

26

旧 5/17

13

旧 5/4

14

旧 5/5

15

旧 5/6

16

旧 5/7

17

旧 5/8

18

旧 5/9

19

旧 5/10

6

旧 4/26

7

旧 4/27

8

旧 4/28

9

旧 4/29

10

旧 5/1

11

旧 5/2

12

旧 5/3

30 31 1

旧 4/21

2

旧 4/22

3

旧 4/23

4

旧 4/24

5

旧 4/25

下
弦

上
弦

満
月



ビ
ン
ゲ
の
唐
揚
げ

学
名
は
「
オ
ヤ
ビ
ッ
チ
ャ
」。

ス
ズ
メ
ダ
イ
の
仲
間
で
、
三

島
村
で
は「
ビ
ン
ゲ
」と
呼
ぶ
。

全
長
約
二
十
㎝
で
体
に
黒
い

帯
が
あ
っ
て
背
中
は
黄
色
い
。

分
布
は
千
葉
県
以
南
〜
イ
ン

ド
太
平
洋
。水
深
十
二
ｍ
ま

で
の
岩
礁
や
サ
ン
ゴ
礁
域
に

生
息
す
る
。

夏
に
各
島
の
堤
防
付
近
で
見

か
け
る
。餌
は
オ
キ
ア
ミ
。針

に
か
け
る
オ
キ
ア
ミ
は
頭
と

尾
を
除
き
、
撒
き
餌
用
に
オ

キ
ア
ミ
一
袋
と
パ
ン
粉
一
袋

を
混
ぜ
る
。針
の
餌
は
撒
い

た
餌
が
消
え
た
ら
交
換
す
る
。

ビ
ン
ゲ
は
冬
に
か
け
て
釣
り

人
の
冬
の
獲
物
で
あ
る
ク
ロ

（
メ
ジ
ナ
）と
入
れ
替
わ
る
が
、

秋
口
は
ク
ロ
の
餌
を
つ
い
ば

ん
で
嫌
が
ら
れ
る
。

奄
美
や
屋
久
島
地
方
で
食
用

に
す
る
。三
島
村
で
も
唐
揚

げ
な
ど
に
し
て
食
べ
る
。唐

揚
げ
は
、
エ
ラ
と
ワ
タ
を
除

い
て
身
に
切
れ
目
を
い
れ
、

片
栗
粉
を
ま
ぶ
し
て
二
度
揚

げ
す
る
。白
身
で
香
ば
し
く

甘
み
が
あ
る
。刺
身
や
焼
き

に
も
す
る
。身
が
美
味
い
の

で
、
寿
司
に
し
た
り
個
人
で

工
夫
し
て
楽
し
め
る
。

思
い
出
話

「
ビ
ン
ゲ
は
水
温
が
下
が
る
と

南
へ
移
動
し
て
ま
し
た
が
、
今

は
い
つ
ま
で
も
い
ま
す
。最
近

は
沖
縄
の
グ
ル
ク
ン
（
タ
カ
サ

ゴ
）が
釣
れ
た
り
し
て
、海
温
の

上
昇
を
実
感
し
ま
す
。」

片
泊
地
区 

六
○
代 

男
性7

2020年

500m

片泊港 片
泊

25

旧 6/16

26

旧 6/17

27

旧 6/18 旧 6/20 旧 6/21

28

旧 6/19

29 30

18

旧 6/9 旧 6/10

20

旧 6/11

21

旧 6/12 旧 6/13 旧 6/14

24

旧 6/15

11

旧 6/2

12

旧 6/3

13

旧 6/4

14

旧 6/5

15

旧 6/6

16

旧 6/7

17

旧 6/8

4

旧 5/25

5

旧 5/26

6

旧 5/27

7

旧 5/28

8

旧 5/29

9

旧 5/30

10

旧 6/1

27 28 29 30 1

旧 5/22

2

旧 5/23

3

旧 5/24

月 火日 水 木 金 土

232219
海
の
日

旧 6/22

31

新
月

下
弦

上
弦

満
月

下
弦



500m

硫黄島集落
硫
黄
島

柱
松
と
硫
黄
島
の
盆

柱
松
は
、東
は
岩
手
か
ら
山
梨
、

京
都
、
大
分
、
最
西
端
の
硫
黄

島
ま
で
一
七
府
県
に
偏
在
す
る

祭
。水
辺
の
祭
場
に
柱
を
立
て
、

柱
の
頂
上
に
松
明
を
投
げ
て

点
火
す
る
型
が
多
い
。硫
黄
島

で
は
盆
行
事
の一つ
で｢

ハシ
タ
マ

ツ｣

と
呼
ぶ
。柱
松
は
流
刑
の
僧
、

俊
寛
の
霊
を
慰
め
る
と
さ
れ
る
。

柱
は
、
琉
球
竹
を
全
長
九
尋

（
ひ
ろ
）半
、
約
一
七
ｍ
に
男
手

で
束
ね
て
作
る
。柱
の
半
身
を

立
て
、
そ
ば
に
短
い
柱
も
立
て

る
。頂
上
の
枯
枝
部
分
を
点

火
す
る
。材
料
の
竹
は
五
月
に

刈
っ
て
干
し
、
盆
前
に
束
ね
て

海
岸
へ
運
ぶ
。❶
こ
の
頃
か
ら

ご
先
祖
の
霊
が
通
る
道
を
掃

除
し
て
盆
の
支
度
を
始
め
る
。

一
三
日
〜
一
五
日
に
は
仏
壇
を
、

一
五
日
に
は
墓
も
飾
っ
て
お
供

え
を
す
る
。一
五
日
は
柱
松
の

日
で
、❷
❸
朝
か
ら
柱
を
立
て
、

両
親
が
健
在
な
男
性｢

オ
ヤ
モ

ロ
コ｣

は
漁
に
出
る
。夕
方
、
オ

ヤ
モ
ロ
コ
は
最
長
老
の
家
で
獲

っ
た
魚
で
酒
盛
り
す
る
。宴
会

は｢

ウ
レ
シ
ュ
メ
デ
タ｣

を
歌
っ
て

終
え
、❹
柱
松
の
行
事
が
始

ま
る
。柱
に
火
を
点
け
た
人
は

柱
の
周
り
を
左
回
り
に
三
回

ま
わ
る
。❺
そ
の
後
、
盆
踊
り

を
二
晩
踊
っ
て
祭
は
終
わ
る
。

思
い
出
話

「
盆
踊
り
は
初
盆
の
家
の
庭
で

も
踊
り
ま
す
。戦
後
は
初
盆

が
多
く
て
何
度
も
踊
る
う
ち

皆
に
上
手
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。子
供
達
は
家
々
で
ふ
る
ま

わ
れ
る
乾
き
物
め
あ
て
に
踊

り
に
く
っ
つ
い
て
い
ま
し
た
。」

硫
黄
島
地
区 

七
○
代 

男
性

8

2020年 1990年

1

23

4

5

月 火日 水 木 金 土
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旧 7/22

30

旧 7/23

1 2 3 4
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旧 7/8

16

旧 7/9

17

旧 7/10
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旧 7/11
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旧 7/12

20

旧 7/13
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旧 7/14

8

旧 7/1

9

旧 7/2

10

旧 7/3 旧 7/4

12

旧 7/5

13

旧 7/6

14

旧 7/7

1

旧 6/23

2

旧 6/24

4

旧 6/26

5

旧 6/27

6

旧 6/28

7

旧 6/29

3

旧 6/25

11
山
の
日

22

旧 7/15

24

旧 7/17

25

旧 7/18

26

旧 7/19

27

旧 7/20

28

旧 7/21

23

旧 7/16

31

旧 7/24

新
月

上
弦

満
月



片
泊
の
遺
跡

三
島
の
各
地
区
で
は
昔
か
ら

遺
物
の
発
見
は
あ
る
が
、専

門
家
の
調
査
が
な
く
謎
が
多

い
。惜
し
く
も
資
料
が
散
逸

や
紛
失
す
る
例
も
多
い
。幸

い
大
里
は
調
査
が
す
す
ん
だ

が
、他
の
地
区
も
調
査
す
れ

ば
新
し
い
発
見
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。そ
の
例
に
片
泊

の
調
査
を
一
部
紹
介
し
た
い
。

A
片
泊
集
落
で
は
縄
文
時
代

後
期
の
石
器
と
中
世
の
陶
器

が
採
集
さ
れ
て
い
る
。黒
島
は

こ
の
時
代
の
遺
物
が
多
い
。な

か
に
は
奄
美
群
島
の
徳
之
島

産
の
陶
器
B「
カ
ム
ィ
ヤ
キ
」

が
あ
っ
た
。こ
の
陶
器
は
十
一

〜
十
四
世
紀
に
南
西
諸
島
を

中
心
に
広
く
流
通
し
て
お
り
、

当
時
の
交
流
の
様
子
を
示
す
。

近
年
C
イ
バ
ド
ン
付
近
の
牧

場
で
も
D
カ
ム
ィ
ヤ
キ
や

E「
滑
石
製
石
鍋
」な
ど
中
世

の
遺
物
が
採
集
さ
れ
た
。三

島
全
地
区
で
見
つ
か
る
滑
石

製
鍋
は
、平
安
時
代
か
ら
中

世
に
長
崎
で
作
ら
れ
沖
縄
方

面
へ
送
ら
れ
て
お
り
、当
時
、

三
島
が
本
土
〜
沖
縄
の
ル
ー

ト
上
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

黒
島
は
日
宋
貿
易
の
痕
跡
が

み
つ
か
る
な
ど
、予
想
以
上

に
人
や
物
や
情
報
の
往
来
が

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

思
い
出
話

「
年
寄
り
が
畑
で
み
つ
け
た
珍

し
い
石
を
、私
が
石
器
じ
ゃ
な

い
か
と
教
え
た
ら
本
当
に
石

器
で
し
た
。こ
こ
で
は
よ
く
あ

る
話
で
す
。」

片
泊
地
区 

五
○
代 

男
性9

2010年

500m

イバドン遺跡

片泊集落

片
泊

2014年

A

B

C

DE写真は、大里地区で出土した滑石製石鍋（かっせきせいいしなべ）。かつて片泊小中学校にも残りの良いものがあったが、現在は所在不明。
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硫
黄
島

車
輪
梅（
シ
ャ
リ
ン
バイ
）

車
輪
梅
は
バ
ラ
科
の
常
緑
低

木
。本
州
南
西
部
〜
九
州
の
海

岸
に
自
生
す
る
。食
用
に
し
な

い
が
、硫
黄
島
の
み
唯
一
、実
を

使
っ
て
団
子
を
作
る
。戦
後
、

食
糧
が
増
え
て
伝
承
は
途
絶

え
た
が
、七
〇
年
代
に
郷
土
料

理
と
し
て
見
直
さ
れ
る
。

【
下
準
備
】 

A
①
十
、十
一
月

頃
に
枝
ご
と
実
を
収
穫
。②
水

を
は
っ
た
鍋
で
枝
ご
と
煮
る
。

B
指
で
つ
ぶ
し
て
果
皮
が
と

れ
た
ら
鍋
か
ら
あ
げ
る
。C
③

臼
で
枝
ご
と
つ
い
て
外
皮
を
は

が
す
。途
中
、外
皮
の
と
れ
具

合
を
見
た
り
枝
を
除
く
。D

④
外
れ
た
皮
を
水
で
洗
い
、渋

皮
付
の
実
を
残
す
。E
⑤
一
週

間
ほ
ど
天
日
干
し
で
風
に
さ

ら
す
。 

F
G
⑥
乾
燥
し
た
実

は
臼
で
つ
い
て
渋
皮
を
外
す
。

写
真
で
は
瓶
の
腹
で
代
用
。

【
調
理
方
法
】 

①
実
を
使
う
分

一
晩
水
に
つ
け
る
。②
ふ
や
け

た
実
を
鍋
に
、た
っ
ぷ
り
の
水

で
一
煮
立
ち
。重
曹
を
入
れ
混

ぜ
る
と
、あ
ず
き
色
に
色
づ
く
。

実
が
指
で
つ
ぶ
れ
る
ま
で
ト
ロ

火
で
煮
る
。H
③
実
が
色
づ
き
、

や
わ
ら
か
く
な
れ
ば
汁
ご
と

ミ
キ
サ
ー
に
か
け
て
ペ
ー
ス
ト

状
に
。 

④
ペ
ー
ス
ト
と
米
粉
を

こ
ね
て
、砂
糖
を
適
量
混
ぜ
て

蒸
す
と
車
輪
梅
団
子
の
完
成
。

思
い
出
話

「
当
時
、百
歳
位
の
お
婆
さ
ん

達
の
記
憶
を
頼
り
に
再
現
し

ま
し
た
。せ
っ
か
く
息
を
吹
き

返
し
た
文
化
な
の
で
、継
承
さ

れ
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
。」

硫
黄
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区 

八
○
代 

女
性

2017年 2019年

A
E

F

G

H

B

C

D

500m

硫黄島集落

月 火日 水 木 金 土

25

旧 9/20

26

旧 9/21

27

旧 9/22

28

旧 9/23 旧 9/25

29

旧 9/24

30

17

旧 9/12

18

旧 9/13

19

旧 9/14

20

旧 9/15

21

旧 9/16

22

旧 9/17

23

旧 9/18

10

旧 9/5 旧 9/6

12

旧 9/7

13

旧 9/8

14

旧 9/9

15

旧 9/10

16

旧 9/11

5

旧 8/29

6

旧 9/1

1

旧 8/25

2

旧 8/26

7

旧 9/2

8

旧 9/3

9

旧 9/4

26 27 28 29 30

3

旧 8/27

4

旧 8/28

旧 9/19
24

31
旧 9/26

11
ス
ポ
ー
ツ
の
日

上
弦

満
月

下
弦



黒
島
み
か
ん

大
里
に
は
、酸
味
と
ほ
ど
よ

い
甘
み
で
独
特
な
風
味
の

「
黒
島
み
か
ん
」が
あ
る
。青

い
実
は
果
汁
を
刺
身
に
か
け

た
り
醤
油
に
混
ぜ
て
使
う
。

三
島
村
誌
に
は
、大
里
の
中
村

与
太
郎
氏
の
祖
先
が
黒
島
み

か
ん
を
初
め
て
植
え
た
と
あ

る
。海
岸
に
漂
着
し
た
桐
箱
に

種
が
一
粒
入
っ
て
お
り
、植
え

る
と
み
か
ん
だ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
み
か
ん
は
大
正
中
期
に

枯
れ
て
、黒
島
み
か
ん
は
そ
こ

で
絶
え
た
よ
う
だ
が
判
然
と

し
な
い
。他
に
、み
か
ん
栽
培

を
奨
励
し
た
南
大
隅
の
武
将
、

禰
寝
重
長（
ね
じ
め
し
げ
た
け
）

が
一
五
六
六
年
に
屋
久
島
方

面
へ
の
出
兵
で
竹
島
に
持
ち

こ
ん
だ
説
。十
島
の
中
之
島
に

同
種
が
あ
る
説
な
ど
あ
る
が
、

ど
れ
も
明
確
な
根
拠
は
な
い
。

十
一
月
の
収
穫
期
に
は
、渡

り
烏
が
来
て
実
を
食
べ
尽
く

す
た
め
、収
穫
は
烏
と
競
争

に
な
る
。黒
島
み
か
ん
は
常

温
で
痛
む
の
で
専
ら
自
家
用

で
消
費
す
る
。近
年
は
大
里

の
女
性
有
志
が
黒
島
み
か
ん

の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
を
生
産

し
て
お
り
、余
っ
た
み
か
ん

は
買
い
取
り
、冷
凍
し
て
有

効
活
用
し
て
い
る
。

思
い
出
話

「
小
学
生
の
頃
、
兄
弟
と
い
ろ

り
を
囲
ん
で
み
か
ん
を
食
べ

ま
し
た
。そ
の
と
き
に
房
を
二

つ
ほ
ど
口
に
入
れ
て
種
の
数

の
あ
て
っ
こ
を
し
ま
し
た
。勝

て
ば
、負
け
た
人
達
か
ら
勝
っ

た
種
の
数
だ
け
み
か
ん
の
房

を
も
ら
い
ま
す
。当
時
み
か
ん

は
貴
重
な
食
糧
で
し
た
。」
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500m

硫
黄
島

硫
黄
島
の
霜
月
祭

旧
暦
十
一
月
五
日
の
祭
。硫
黄

島
で
は
主
に
十
三
歳
以
下
の

男
児
が
、稲
村
岳
麓
の
岳
乃
神

(

た
け
ん
か
ん)

神
社
か
ら
集

落
の
熊
野
神
社
ま
で
、神
様
を

お
連
れ
す
る
。

当
日
、二
〜
八
歳
ま
で
の
子
は

墨
で
目
の
周
り
に
円
を
、❶
九

〜
十
三
歳
ま
で
は
顔
全
体
に

墨
を
塗
る
。ま
ぶ
た
が
ひ
と
え

の
子
は
円
を
一つ
、
ふ
た
え
の

子
は
二
重
に
描
く
。次
に
❷
岳

乃
神
神
社
を
お
参
り
し
て
、付

近
で
刈
っ
た
ヒ
サ
カ
キ
の
枝
を

手
に
熊
野
神
社
へ
向
か
う
。枝

を
も
っ
た
子
は
話
を
し
て
は
な

ら
な
い
。ま
た
枝
に
は
神
様
が

乗
っ
て
い
る
の
で
、
下
に
向
け

た
り
転
ん
で
は
な
ら
な
い
。道

中
、他
の
神
様
を
四
度
横
切
る
。

そ
の
度
に
案
内
役
が
太
鼓
で

合
図
し
て
子
供
た
ち
は
「
わ
が

む
れ(

村)

こ
そ
よ 

た
の
し

む
れ 

な
ん
や
れ
ー
」と
唱
え
る
。

熊
野
神
社
に
着
く
と
❸
社
前

で
輪
に
な
っ
て
時
計
回
り
に
三

度
回
る
。❹
そ
し
て
枝
を
下
に

向
け
神
様
を
降
ろ
し
て
神
事

は
終
わ
る
。な
お
、
現
在
は
小

中
学
校
に
通
う
男
子
が
主
に

参
加
す
る
。年
齢
に
よ
る
墨
の

塗
り
わ
け
は
途
絶
え
て
い
る
。

思
い
出
話

「
実
は
子
供
の
頃
は
苦
手
な
祭

り
で
し
た
。長
く
歩
く
し
話
せ

な
い
。墨
塗
り
の
顔
は
乾
い
て

つ
っ
ぱ
る
。後
で
お
菓
子
が
も

ら
え
て
も
苦
手
で
し
た
。」

硫
黄
島
地
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